
排ガス中に含まれる亜酸化窒素量の把握
-温室効果ガス削減に向けて-

亜酸化窒素（N₂O）は二酸化炭素の310倍の温暖化係数を持つ
強力な温室効果ガスであると同時に成層圏ではオゾン層破壊物質を
生成します。工業プロセスや農業活動で非意図的に発生し、企業の
環境負荷低減の取り組みには正確な分析と管理が不可欠です。

亜酸化窒素分析例

加熱発生ガス中のN2O

亜酸化窒素発生に関わる産業・業種
１．農業: 肥料の使用や土壌管理の過程で亜酸化窒素が発生します。

⇒肥料として使用される窒素化合物を土壌中のカビや細菌などの微生物が
分解する過程で発生。

２．工業プロセス: 化学工業や製造業での燃焼プロセスや触媒反応による発生。
ボイラー、各種工業炉、硝酸製造施設などの設備から排出されます。

３．医療: 麻酔の導入ガスとして医療機関で使用。
４．食品: エアゾール缶入り加工食品の添加剤。

ホイップクリーム、乳脂肪等の噴射剤として利用。
５．航空・宇宙・自動車・船舶: エンジン内部に吹きつけて燃焼を助ける助燃剤

として用いられる。また、船舶のディーゼルエンジンからのN2O排出が知られる。
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京都議定書にも取り上げられた亜酸化窒素の
排出量管理は今後重要になってきます。
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